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1．　 　 は じめ に

　茨城県牛久市 に所在す る観音寺 は ，嘉永2 （1226 ）年 に 十
一

面観音を祀 る堂 として 建立 され た と寺伝 に あ る。確実 な

史料 と して は 大永5 （1525）年 に 観音堂 が 再建 され，現本 堂 が宝 永4 （1707＞年 に大 改 修 され た こ とが 棟札 に 記 されて

い る。そ の 際 に は 本堂内陣の 古材 を利用 して，仁王 門が 建立 されて い る。

　茨城県内に は 鎌倉時代の もの と さ れ る木造建築物の 例 は ほ とん どな く，建 立 年代 を 明 らか にす る こ とは建築史 の み な

らず仏教史的に も意義 が ある 。 そ こ で観音寺か ら様々 な構成材の提供 を受け，炭素 14年代測定か らその 建立 ・改修年代

を検討 した。

2．　　 試料 と測定

　昭 和44〜48年の 本堂，平成4〜6年の 仁王 門保存修復工 事 の 際 に 保管 さ れた 資料，ならび に 本堂内の 須弥壇 か ら採取

され た 資料の 炭 素 14年代測定 を行 っ た （図 1）。調査に 先立ち，本堂内陣の 当初材 で あ る仁王門旧材 の 年代 が試験的に

測定 され （Beta−214729），770 ±4014C 　BP とい う較 正年代 に して 鎌倉期 に 相当す る結果 が 得 られ た。そ こ で 仁 王 門 旧

材 につ い て は，ウ ィ グル マ ッ チ法 に よ る較 正年代 の 高精度化 を図 る た め，複数の 年輪層 を採取 した。た だ し伐採年 を示

す 表皮 直下の 層 は ，資料 か らは 確認で きなか っ た。

　酸 ・ア ル カ リ ・酸処理 は
， 国立 歴史民 俗博物館 に 導入 され た 自動 AAA 処 理 装 置 2号機 に よ り実施 され た。80℃ の ドラ

イバ ス を用 い ，1N 塩酸中の加熱を1時間2回 ，
　 IN 水酸化ナ トリウ ム 溶液中の加熱 を 1時 間4回，　 IN塩 酸 中 の 加 熱 を 1時 間

2風 純水中の加熱 を30分5回行 っ た。回収後電気炉で 乾燥 させ た試料は，お よ そ L5 〜 2mg を専用 の ス ズ箔に梱包 し，

元素分析計を用 い て 瞬時 に 燃焼 させ た。得 られ た燃焼ガ ス を，真空装置 を用 い て 回収 ・精 製 し二 酸化 炭素を得 た。鉄粉

の 存在下，550℃ の 電気炉で 二 酸化炭素 を水素ガス と4時間30分反応 させ グラ フ ァ イ トを得た。

　得 られ た グ ラ フ ァ イ トは，ア ル ミ製 の 専用 ホル ダに 600N の 荷重で 充填して 測定試料とした。測定 に 必要な標準試料

（米国標準技術 局 シ ュ ウ酸 ：SRM 　4990C ） な らび に ブ ラ ン ク 試料 （添川 理 化学（株）炭素 ：No ．75795A ＞か らも，試 料 と

同様 に燃焼 ・精製 を経 て グラ フ ァ イ トを得，ホ ル ダに 充填 した。炭素 14年代測定 は 東京大学大学院工 学系研究科の タ ン

デ ム 加速器研 究施 設に て 行 わ れ た。
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図1 ：茨城県牛久市観音寺の 炭素 14年代測 定結果
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　　　　　　　　　　　　　　　 図2 ：ウ ィ グル マ ッ チ ン グ に よる 旧 柱材の 較正年代

3．　 　 結 果 と考 察

　測定結果 を図 1に 示 す。 また 旧柱 材 （IBKN −A ，　 IBKN −2）の ウ ィ グル マ ッ チ ン グの 結果を 図 2に 示 す 。

　各資料の較正年代 は，大 別 して 12世紀 以前，13〜14世紀 ，
15世紀 以 降に 分布す る 。 須弥壇の 構成材は 後世の 修理 な

どを反映す る と思 わ れ る新 しい 年代 を示 す もの もあ るが，多くが 12世 紀 以前 の年代 を示す。本堂柱当初材の 最外層 は

13〜14世紀 と推定 され ， 漆 （IBKN −S3u） ， 搆成材 （IBKN−S6）とともに建立年代 と調和的，ない しやや新 しい 年代を

示 して い る。木材試料につ い て はそ れ ぞれ 内側の年輪層が 測定 され た こ と も否定で き ない が，以 上の こ とか らは 須弥壇

が 建立に先立 っ て 製作され た可能性も指摘で き る。

　竹釘 （IBKN−Bl）の 年代 は，棟札に 記録 さ れ た寛 永7 （1630）年 の 十
一

面観音修理 と符号 して い る。下地布 （IBKN −

B2）の 年代 が こ れ を や や遡 るの は，再建 時 の もの が再利用 され た可 能 性 を示 唆 し う る。な お天 文2 （1533 ）年銘 の 絵板

（IBKN−D）の 年代 は，確率 密 度 分 布 の 上 か ら は調 和 的 で あ る。

　建築様式か らは，材に丸刃 チ ョ ウナ 削 りに よ る加 工 痕 が残 され て い る こ と
， また 拳 鼻 とい う内陣柱 の 上 に 載 る組み 物

に施 され る彫刻 が，同 じ く鎌倉時 代 建 立 の 寺伝の あ る茨城県潮来町 長勝寺の もの と類似 して い る こ と が 指摘 さ れ て い

る。これ らは い ずれ も観音寺の 建立 を鎌倉期 に お く こ と と矛 盾 しない 。厳密に は，上述 した よ うに 当初材 お よび漆 の 年

代が 建立年 よ り若干新 しい 可能性 も あ る。これ に 関 して は 発願 ・上棟 ・入仏 と続 く建立 の 時間差 の 反映，あ る い は 建 立

（1226）年が 再建 （1525）年 か ら逆算 され た もの か も知れ ない。い ずれ に して も観音寺の 建立 年代 は，炭素 14年代測

定か らも鎌倉時代で あ る こ とが 示 された。新 しい 年代を 示す資料も同時性が高 く，後世の 修理をほ ぼ反映 した もの と考

えられる。
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Radiocarbondating of  Kan'nonji femple,Ushiku-shi,lbaraki-ken, Japan.
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     Radiocarbon  dating of  wooden  structure  of Kan'nonji Temple was  carried  out.  This temple  is said  to

have  been  built in AD  1226, although  there are several  descriptions of re-establishment  in AD  1525 or major

refurbishment  in AD  1707  on  Munafuda,  wooden  plate for constructing  record.  The calibrated  ages  can  be cate-

gorized into three  groups, that  is, 12th century  of  Shumidan,  a  palace ofDeity  of Mercy, I3th to 14th century  of

pillars of  the  hall and  urushi  Iacquer, and  15th century  or  Iater of  other  materials,  In coajunction  with  its archi-
tectural  style,  these  results  suggest  that  the  temple  was  established  in Kamakura  era.
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